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越前・若狭の鋳物業
宮　　下　　史　　明
は　じ　め　に
　鋳物工業はわが国において古くから各地で行なわれて来た産業の一つであ
乱鋳物工業は中世の頃までは比較的少数の産地に集積していたが，中世末か
ら近世にかげて領国経済の発展とともに全国各地に分散するようになったので
あ飢それに伴い各地の鋳物師達は自己の市場を確保していくために朝延蔵人
所の御蔵を掌どっていた直継家を中心として株伸問を結成していくのであ私
この直継鋳物師ギルドの信州におげる事例を筆老が取りあげて以来，多くの研
究者の注目を集め各地の資料が発表されるようになったことは大きな前進であ
る。ωそれは一地域の鋳物業の研究は全国の鋳物師伸問との比較関連において
行なわれねばならないからである。しかしながらこの直継鋳物師ギルドはその
成立の時期や実体についても現在の処殆ど分かっていない。これを明らかにす
るためには各鋳物産地の研究を積み重ねていくことが必要である。
　越前・若狭の鋳物業ぱその歴史は非常に古く，また若狭遠敷郡金屋村は数十
名の鋳物師集団の居住する当時の大集積地の一つであっ㍍従来福井県の鋳物
工業については殆ど研究されていない。わずかに先頃，県鋳工業組合がまとめ
たr福井県鋳物史誌」が出版されてい㍍ω　これをもとに現地調査を行なった
結果，直継鋳物師ギルドの成立時期の重要な手懸りを得た。以下近世における
越前・若狭の鋳物業の実態を明らかにしつつ，この問題を取りあげていきた
いo
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1．越前・若狭の鋳物産地
　中世から近世にかげて越前の鋳物業は，吉田郡芝原（現松岡町），今立郡五分市
（現武生市），南条郡郡島村，敦賀郡松原（現敦賀市）で行なわれていた。若狭にお
いては遠敷郡金屋（現小浜市）の鋳物師達によって行なわれていた。当時の鋳物
産地は，域下町・港町・門前町など領国経済の中心地にある場合が大部分であ
った。それは当時の鋳物工業の立地は次のような諸要因によって決定されてい
たからである。すなわち原材料の入手の容易さ，鋳型の製作に必要な鋳物砂・
粘土への近接性，燃料としての木炭の入手の難易，市場への近接性，その他領
主の保護などの杜会経済的要因によってその立地が左右されたのであった。こ
の内，木炭は全国各地で焼かれており，原料である銑鉄や青銅はスクラップを
用いることが多かったので，残りの二つの要因に比べると相対的にその重要性
は低かったと言えよ㌔むしろ製品の重量が重くかつ注文生産が多かったため
市場への近接性が最も重要な立地因子であったと考えられる。それに鋳物砂の
良否ぱ製品の品質に重大な影響を与えるので，良質の鋳物砂への近接性も特に
重要であった。鋳物砂は海岸地方では浜砂を用いることもあったが，多くの場
合良質の川砂を必要とした。鋳物産地の多くが川沿いに立地していることは，
これを裏付けるものである。従って近世の鋳物産地は，消費地である城下町な
どに隣接した川沿いの立地を占めている場合が多いのである。
　越前および若狭の鋳物産地もこの例外ではない。敦賀および小浜は城下町で
ありかつ日本海の重要な港町であったし，松岡は一時域下町であったこともあ
り，九頭竜川を通じて福井に近接していた。五分市は古くから開け，小丸城が
置かれたこともあり，府中（武生）に近接していた。南条郡島村は五分市の近
くにあり武生に近接していた。松岡は九頭竜川，島は日野川，五分市は日野川
の支流の浅水川，敦賀は黒河川，遠敷郡金屋は北川にそれぞれ沿っていたので
ある。
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　これらの産地はいつ頃より始まったのであろうか。これら鋳物師の家は明治
以降全て転廃業してしまい，また家系が断絶してしまったりして資料も殆ど残
されておらず，その歴史をさぐることは非常に困難であ私しかし残された金
石文資料から越前・若狭の鋳物業の歴史はかなり古いと考えられるので，まず
若干これに触れておきたい。現在知られている最古のものは，元享四年（1324年）
の丹後黒部八幡の鰐口に越前国大工山辺遠正とあるが，この山辺は現在の処
犬工の姓か地名かどうか判明していない。次いで永正十三年（1516年）の福井西
光寺鐘に大工志原　山岸兵衛尉家次という銘があり，またその7年後の大永
三年（1523年）の丹生郡越前町看景寺鐘に，大工新原住藤原朝臣彦左衛門吉
久とあ乱この志原は芝原を指すものであるから，この頃すでに芝原には鋳物師
が居住していたと考えられる。五分市はこれより後の永禄十一年（1568年）に越
前八王子殿山ヨ三大権現の鐘を大工鞍谷長屋村住人　藤原朝臣三郎兵衛尉が鋳
ている。この鞍谷は五分市のことである。また天正十三年（1585年）の白山別山神
体聖観音像に，五分一之住人　藤原朝臣左衛門尉吉次の名があ砧宮〕若狭では
応永四年（1397年）に小浜の若狭八幡宮鐘に大工金屋米阿とあり，次いで応永十
一年（1404年），長禄四年（1460年），文明十八年（1486年）に若狭で鋳造された
鐘・鰐口の銘文が知られていることから，遠敷郡太良庄金屋は非常に歴史が古
いと言えよう。＝4］この時代の作品は殆ど失われ現存しているものが少ないが，
それでも越前・若狭の鋳物業は中世にすでに始まっていたと言えるのである。
若狭の方が若干古いとも考えられるが，嘉暦二年（1327年）の永平寺鐘は，その
作風から中央鋳物師の作とは考えられず，越前の鋳物師の作と想像されてい
る。もしこれが事実とすれば越前の鋳物業の歴史は鎌倉時代にまで遡ると言え
よう。
　それでは近世においてはどのような人々によって鋳物業が行なわれていたの
であろうか。先述した如く当時の鋳物師達は株伸間を結成しており，梵鐘など
の作品にその名前を入れていることから，中世と比べてその名前ぱ比較的よく
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知られている。しかし当時の古文書や梵鐘などの人名は，当字や誤記誤読され
ている場合も多く，また数百年に亘る期間であるので襲名しない場合や分家し
ている場合も多いので，同一の家系かどうか不明な場合も多いが，極力この点
の解明に努力したつもりである。当時の鋳物師名を知る最も良い資料は，全国
の鋳物師を支配していた直継家の資料であ私「諸国鋳物師名寄記」㈲，r諸国鋳
物師名記」㈹によれば，越前および若狭の鋳物師は次の通りである。
　〔越前〕
　敦賀河瀬甚右衛門。　竹中源右衛門。　竹中助四郎
　　　　　竹中忠兵衛
五分市松村次右衛門。　　松村善太夫
芝原窪渡辺藤兵衛。　　渡辺猪左衛門　　　渡辺嘉兵衛。
　　　　　〃丈右衛門　　　　〃与惣右衛門　　　〃伊左衛門
　　　　　〃四郎右衛門
志比堺清水四郎平。　　清水杢右衛門　　　清水藤右衛門
丹生金屋　渡辺庄兵衛
南条郡島林冶右衛門
三国湊浅田和右衛門
〔若狭〕
遠敷郡金屋
　　　　大野九郎左衛門。
　　　　芝田十右衛門
　　　　　〃孫左衛門。
　　　　　〃利兵衛。
　　　　　〃叉左衛門。
　　　　　〃清左衛門
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林太兵衛＊
森吉郎右衛門。
芝田孫右衛門。
〃喜左衛門。
〃弥右衛門。
〃久太夫。
〃太郎左衛門。
芝田長次郎
芝田源之進
〃長太夫
〃八左衛門。
〃長右衛門。
〃勘右衛門。
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芝田清右衛門。
〃八治郎
〃市太夫
武田善太夫。
芝田市右衛門
〃清兵衛
〃庄左衛門
森吉右衛門。
芝田新　　助。
〃源右衛門
坪内久郎兵衛。
　　　。印は両名簿に記載されているもの。
　　　＊林太兵衛は両名簿にたまたま記載されていないが，直継家公認の鋳物師であっ
　　　　たので，便宜上ここに補足しておく。
　このように越前に七か所，若狭に一か所の鋳物産地があったが，この人名簿
に記載されている鋳物師でもその重要性が異なっていたと思われる。以下各鋳
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物産地の分析を通じてこれを明らかにしていきたい。
2．越前の鋳物業
　まず歴史的に古い芝原鋳物師からとりあげたい。芝原鋳物師とは椚，窪，志
比堺の三か村に居住していた鋳物師を言う。これら三か村は隣接しており，現
在の吉田郡松岡町にあたる。松岡は福井と永平寺の中問に位置し，福井や内陸
の勝山，犬野とは九頭竜川や勝山街道によって結ばれていた。地勢的には丘陵
と九頭竜川に挾まれた極く狭い地域である。先述のように芝原の鋳物業は中世
一にすでに始まっていたが，近世に於ては芝原窪は東の金屋，西の金屋に分かれ
ており，東の金屋に渡辺藤兵衛，西の金屋に渡辺嘉兵衛，同伊左衛門などの鋳
物師が居たが，今日その面影は全く残っていない。正徳四年（1714年）の直継家
からの鋳物師職再興の許状に，窪村では藤兵衛，与兵衛，次郎兵衛，甚太夫，
伊左衛門の五名の渡辺姓と考えられる鋳物師名と，志比堺の次郎兵衛（四郎平
家のことであろう）・二左衛門の二名の清水姓と考えられる鋳物師名が記載され
ている。ω　この正徳四年の再興の許状は重要た問題を含んでいるので若狭の処
で再び触れるが，この渡辺・清水両姓の鋳物師が芝原鋳物師を代表していたの
であった。特に渡辺藤兵衛家と清水四郎平家が盛大な鋳物師であったと言われ
ている。窪の渡辺藤兵衛家には養老七年御牒，｛副文政十三年（1830年）三月と慶
応二年（1866年）四月の許状などが与えられており，同家に伝わる永代帳の写し
によれば，寛文十年（1670年）から安永三年（1774年）までの約百年間に百数十個
の梵鐘を鋳ていることから，盛大な鋳物師であったことがうかがえる。志比堺
の清水四郎平家も盛大な鋳物師であったが，同家については殆ど資料が残され
ていない。永平寺の大梵鐘を渡辺藤兵衛と共に嘉永五年（1852年）に鋳ており，
また同寺の鉄製天水桶（1852年）も現存している。西本願寺福井別院の犬鐘は年
号，作老銘はないが，同家の作と伝えられている。さらに調査が進めぱ芝原鋳
物師の作品はもっと多く残されていると思われる。
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　芝原の鋳物師達は，梵鐘・鰐口などの杜寺の需要品の他に鍋釜など日常用の
什器を製作していたのであった。特に鍋は松岡鍋として有名であった。しかし
当時の松岡の人口からしては，前記二軒の鋳物師でも多すぎる位であったろ
う。他の鋳物師は分家あるいは小工的な存在であったかどうか不明であるが，
直継家公認の鋳物師であった訳で，これだげ多数の鋳物師が芝原で営業できた
ことは何か特別な理由がなげれぽならない。それはこの松岡を除いて犬野，勝
山，丸岡，福井などの城下町には鋳物師が存在しなかった。とすれば芝原の鋳
物師達がこれらの地域をもその市場としていたのではたかろうか。先述した渡
辺家の資料によれば，その鋳造した百数十個の梵鐘の所在地は，松岡，福井，
鯖江，丸岡，三国湊，大野，勝山と，南条郡・敦賀郡たどを除くほぼ越前全域
に分布しており，これを裏付げるものである。
　近世において越前国は689，000石，人口は40万人以上あったが・諸大名領・
幕府領，旗本知行所などが入り乱れ，最大の松平福井藩は足羽・吉田・坂井の
4郡の32万石であった。有馬家の丸岡藩は坂井郡の5万石，閻部家の鯖江藩は
今立郡の4万石，土井家の大野藩は大野郡の4万石・小笠原家の勝山藩は大野
郡の22，777石を領し，この他幕府領・旗本知行所は約12万石もあった。若狭で
は酒井家の小浜藩が遠敷・大飯・三方の3郡と越前敦賀郡の21，700石を合せ，
103，588石を一円領有していた。政治的にはこのように複雑であったが，地勢
的には福井平野は平坦で，九頭竜川の水運は非常に良く発達していた。九頭竜
川の本流は三国湊より松岡を経て勝山まで52kmも遡行でき，目野川は今立
郡舟津村（現鰯江市）まで約32km，足羽川は福井を経て足羽郡酒生村（現福井
市）まで16km，竹田川は三国湊より金津まで14kmというように，水運ぱ
越前の主要部を結びつけていたのである。
　鋳物製品のようた重量物の輸送には舟運は特に有利であり，中世からの歴史
を持つ芝原の鋳物師達がこの有利な条件を生かして越前の市場を支配していた
ものと思われる。松岡鍋などもこの舟運によって福井，勝山などの消費地に運
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ばれ，また三国湊から日本海沿岸各地に移出されたに違いない。芝原窪・志比
堺は九頭竜川の良質の川砂に恵まれ，附近の粘土・木炭を利用し，原料たる銑
鉄は舟運を利用して三国湊より運んできたものであろう。中世までの鋳物師は
製鉄業著と未分化であった。九頭竜川は砂鉄を産したこともあると言うから，
あるいは芝原はその始まりは製鉄業と結びついていたのかも知れない。中世ま
での鋳物産地の多くは製鉄業と結びついていたため山間部に位置している例が
多いが，芝原のやや内陸的な立地はこれによって説明されるかも知れない。立
地が一旦決定され産地を形成するようになると，立地は“惰性”を持つように
なり，なかなか変更されることが困難となるので，福井が発展してもそこに移
動しなかったと思われ私当時の福井の人口は約4万人と全国屈指の城下町で
あった。もっとも鋳物業は火気を取扱うので，城下町の内部に置くことは危険
なため，域下町に隣接した村などに置かれる場合が多かった。このように芝原
は中世から近世にかけて越前最大の鋳物産地であったが，後述するように全国
各地の鋳物産地と同様に，明治初頭には没落してしまった。
　次に芝原同様に歴史の古い五分市と島について述べよう。今立郡味真野五分
市は武生の東6～7kmの所に位置し，古くは鞍谷長屋村と称し，北陸裏街
遣に当たる地で，現在は武生市の市域に編入されている。地勢は浅水川という
日野川の支流の扇状地である。この浅水川も今立郡中河村（現鯖江市）まで約20
kmの通船の便があった。南条郡島は武生から日野川に沿って7～8km遡っ
た所にある。またこの附近の北杣山村に鋳物師村という字名がある。この五分
市・島・鋳物師村はいずれも日野山の周辺にあり，この日野山は昔砂鉄を産出
したと伝えられ，採鉱の跡が残されているというから，これらの地域の鋳物業
の始まりは製鉄と関連していたものであろう。この三者の関係は不明であるが，
鋳物師村はその後の文献に現われて来ないから，いずれかに早く移転したので
はなかろうか。島の鋳物師は北杣山村の業を継承したと言われており，五分市
の松村家も一時島村に工場を建てたが用地が湿地のためうまく行かず五分市に
　84I
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移転したと言うから，この三者の問に何らかの繋がりがあったと考えられる。
　五分市（五分一とも書く）は農村部にしてはかなりの集落で，白鳳時代の寺院
跡や継体天皇の御所があったとも伝えられていることから，古くから開げてい
たものと思われる。五分市には多数の鋳物師が居住していたが，松村次右衛門
家が盛夫な鋳物師であっれ公認の鋳物師はこの家と松村善太夫という鋳物師
だけで，善太夫はその後文献に現われて来ないので，その他の者は小工的な存
在であったのだろう。松村家は五分市の出身ではなく但馬出石の出と伝えられ
ている。同家の由緒書などによれば，正徳四年に直継家より鋳物師職再興の許
状が与えられているから，これ以前すでに鋳物業を行なっていたと考えられ
る。先述したようにこれ以前の永禄・天正年問（1560～80年頃）の五分市作の鐘
が残っていることから，五分市の鋳物業の歴史もかなり古いと言える。五分市
も鍋釜や梵鐘などを製作していたが，他の産地と異なる点は越前芦屋と呼ばれ
る茶之湯釜を製作していたと考えられていることである。越前芦屋釜について
はその年代や産地について全く分かっていない。一説によれば応永年間に筑前
芦屋の鋳物師が越前に招かれて製作したとも伝えられ，また同じ頃足利義満の
孫嗣俊が五分市に居住していた。その他いろいろの理由によって越前芦屋は五
分市で製作されたと考えられている。この茶之湯釜は松村家などに技術が引き
継がれ製作されていたようであるが，いつ頃まで製作されていたかは詳らかで
はない。しかし燈籠たどその残された作品からすると，五分市の鋳物師の技術
水準はかなり高かったと言えよう。この松村家も明治初年まで家業を継承した
のであった。
　南条郡島村には林治右衛門，林太兵衛という鋳物師がおり，正徳四年（1714
年）に再興の許状が与えられているので，これ以前に鋳物業が行なわれていた
と考えられる。｛釧林太兵衛がr諸国鋳物師名寄記」などに記載されていないの
は，度々職を休んでいるからであって，慶応三年（1867年）に再興の許状が与え
られている。島も日野川と日野山に挾まれた土地であって，良質な川砂に恵ま
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れていた。ここでも梵鐘・鰐口などの外に鍋釜などを鋳ていた。おそらくは五
分市と同様に武生や鯖江を市場としていたものであろ㌔武生ぽ打刃物が盛ん
で特に越前鎌は有名であった。この鍛冶と鋳物の間に何か関連があったのだろ
うか。この島も明治の頃まで継続していたのであった。
．敦賀の鋳物師は敦賀郡松原（現敦賀市）に居住していた。ここは黒剛11に近接
している所である。この地の鋳物師は，永禄十年頃（1567年）朝倉義景が敦賀天
徳岬こ築城の時，附近の鋳物師を移住させたと伝えられている。近世において
敦賀は小浜藩の支配地となったが，小浜と並んで日本海の主要な港として繁栄
していた。特に北陸・山陰の物資を京畿へ移送する重要な港であった。敦賀で
は河瀬甚右衛門，竹中源右衛門を中心に鋳物師村を形成し営業を行なってい
た。ここでも正徳年問の直継家よりの許状があることからこれ以前から鋳物業
が行なわれていたと考えられ私名簿にある竹中忠兵衛・同助四郎は宝暦年問
（1751～63年）に作品があるが，この名簿以後は現われてこないので，あるいは
休職したのかも知れない。敦賀も幕刺こ川瀬が大砲を鋳造した以外他の産地と
それほど相違していなかったと考えられる。港町であるので船具なども製作し
ていたであろう。この川瀬家も明治二十年頃まで営業を続けていた。
　三国湊は福井藩の外港として独占的権益が与えられた反面，厳重な統制と監
視下に置かれていた。三国は九頭竜川の河則こ位置し，越前の物資の集散地と
して繁栄し，元禄年問の戸数は約千軒であった。この地には浅田和右衛門とい
う鋳物師がいたが，元治元年に直継家より北国の鋳物師中に与えた文書にもそ
の名前が記載されているから幕末まで継続していたらしい。ω　しかしあまり盛
大な鋳物師ではなかったのか越前内部の鋳物師に与えた文書に名前が記されて
いない。おそらくは日常用の鍋釜の他に船具などを鋳造していたのであろう。
　丹生金屋の渡辺庄兵衛については，この名簿に記されているだげで，他に記
録が残されていない。丹生郡朝日町の天王川に沿った所に金谷という集落があ
るので，場所はここであろうか。この附近の織田は越前焼の産地であるので良
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質の陶土・粘土に恵まれている。渡辺姓を名乗るから芝原窪の渡辺一族と何ら
かの関連があるのかも知れない。
3．若狭の鋳物業
　若狭国9万1，O00石は小浜藩の酒井家によって一円支配されていたが，若狭
の鋳物師は遠敷郡金屋村に居住していた。金屋村は若狭国分寺にも近い北川の
支流に沿った集落であり，現在は小浜市に編入されている。この附近は若狭街
道が通っており，北川は小浜より瓜生村まで12kmと，南川は小浜より知三
村までの20kmの通船の便があり，交通の便は良かったと言える。金屋の鋳
物師は「諸国鋳物師名記」，’「諸国鋳物師名寄記」によれば，それぞれ24～5名
の鋳物師名去挙げていることから，当時少たくともこれ位の鋳物師が居住して
いたと考えられる。これは「名寄記」によれば，越後犬窪（現柏崎市）の46名，
越中高岡の45名に次ぐ鋳物師の犬集積地であって，下野佐野の21名，近江辻村
14名（内9名は出職中），武蔵川口の12名がこれに次いでいるのであるoこれら
の地域と直継家支配外の江戸・京・大阪などが近世の鋳物の犬産地であったが，
何故に遠敷金屋にこれほどの鋳物師が居住していたのだろうか。先述した如く
若狭遠敷金屋の歴史は古く，応永四年（1397年）以降の鐘や鰐口の銘文が知られ
ている。しかし文安年問（1蜘年代）の金屋には犬工は一人細工所は一か所しか
なく，二尺以上の鐘の鋳造は困難であったと伝えられていることから，当時の
規模が推察されよう。ω金屋鋳物師には天文九年（15ω年）右京進文書，永禄七
年（1564年）の武田義統の安堵状，天正二年（1574年）丹羽長秀判物などによって
若狭一国の独占が保証されていた。直継家との関係は，正徳五年（1715年）に再
興の許状が金屋鋳物師惣中に与えられている。ここの特色は鋳物師の数が多か
ったため，直継家からの許状その他の文書は個々の鋳物師に対して与えられた
のではなく，金屋鋳物師惣中として与えられているのである。
　直継家より鋳物師職再興の許状が北国の鋳物師こ対して正徳四・五年に集中
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的に発せられている。すなわち芝原・島・五分市に正徳四年，遠敷金屋に正徳
五年に，越中高岡の鋳物師に対しても正徳四年に再興の許状が与えられてい
る。固これぱ何を意味するのであろうか。この五か所の鋳物産地の全てがこれ
以前に一時休業しており，この時期に一斉に営業を開始したとは到底考えられ
狂い。それは芝原窪の渡辺家のように寛文年問から延宝・元禄・正徳年間にか
けて毎年のように梵鐘を鋳造していた事実があるからである。それよりも久し
く中断していた直継家の北国鋳物師の支配がこの頃再開されたとは考えられた
いだろうか。つまり中世あるいはそれ以前から直継家とは無関係に営業を続け
てきた鋳物師に対し，宝徳年間（1450年頃）に河内国丹南から諸国に移住した
109人の鋳物師の子孫であるとして（実際には丹南から移住した鋳物師も多数
あったと思われるが），再興の許状を与え直継家支配下の鋳物師として再編成
していったのではなかろうか。高岡鋳物師に対し宝永二年（1706年）に北国筋の
鋳物師頭役を命じたことはその最初の布石であろう。
　一直継家はどのようにしてこれを実現していったのだろうか。直継家は代々蔵
入所の小舎人即ち御蔵の職を世襲していた関係上，鋳物師と接触があり，平安
末期に河内丹南に蔵人所の燈楼作手と称する鋳物師がおり種々の課役を免がれ
ていた事実がある。応永二十年に御蔵定弘が蔵人所燈楼供御人年預として北陸
の鋳物師のために課役免除の運動をなしたことは，ほぼ信用出来るものとされ
ているから，㈱直継家とある種の鋳物師との関係は相当に古いと考えられる。
しかし直継家の全国鋳物師支配は必ずしもうまく行かなかったようで，中世末
の領国経済の発展と共に各地に鋳物業が盛んになってくると，再び全国の鋳物
師の支配を企図したのではなかろうか。天正四年（1576年）の御蔵宗弘による
・r鋳物師職座法之捷」の制定がその表われであろう。各地ρ鋳物師が戦国大名
の保護を求めたように，直継家としては慶長十六年（161咋）に時の実力者徳川
家康の力を借りようとしたがうまく行かなかった。それでも全国の鋳物師を総
動員した大事業であった京都大仏鐘鋳造の文書が，奉行片桐市正より直継美濃
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守宛に出されていることから，全国の鋳物師支配の体制が着々と確立していっ
たのであろう。鋳物師側としても中世には守護大名の庇護の下に国内の市場を
独占してきたものが，近世になって大名領が細分化され各地に鋳物師の数が増
加してくると，旧来の鋳物師達は自己の市場を確保することに懸命であった。
しかし徳川幕府は特定の御用鋳物師をもっていた関係上このような問題には批
判的であったので，地方鋳物師達はいきおい直継鋳物師伸間に加わざるを得た
かったのであろう。胸そして直継家より鋳物師職許状や鋳物師の諸役免除を記
した仁安二年の御牒や暦応五年の院宣を手中にすることは，他の鋳物師に対し
ては勿論，領主に対しても大き存力を持ったのであった。しかしこの直継鋳物
師伸間はかなり緩い組織ではなかったのだろうか。それは三都や九州・東北な
どの鋳物師をその傘下に収めることができず，また冥加金などの納入も必ずし
もうまくいっていなかったからである。おそらく直継家としても全国の全ての
鋳物師を傘下に収めるような無理押しを避げ，上納金の多少の滞納なども犬目
に見ていたのであろう。鋳物師側としても一旦許状を貰えば，経済事情の変化
などによって遠国の場合などは時にぱ上納金の納入も遅れることもあったであ
ろ㌔このような持ちつ持たれつの関係ではあったが，朝廷御用の勅許御鋳物
師の肩書は幕藩体制下においても大いにものを言ったのである。
　この直継鋳物師伸間に北国の鋳物師が加入するようになったのは，筆着は正
徳四・五年の頃だと考えるのである。すなわち鋳物師職再興の許状が芝原には
四年（1714年）七月二十五日，五分市も同年七月，島も同年十月二十一日，越中
高岡はそれ以前の宝水二年（1705年）十二月に与えられ正徳四年十月二十五日に
再び与えられている。敦賀も正徳年間に与えられており，遠敷金屋には五年一
月九日に与えられている。また丹波馬路村（現亀岡市）の我孫子清兵衛に対して
も正徳四年十二月御改相済とあるから，固直継家の北国鋳物師支配はこの頃よ
り始まったと考えられる。全国の他の産地の鋳物師が何時頃より直継家の支配
下となったかは，直継ギルドの成立およびその成長を知る上で重要な要素であ一
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り，またその鋳物師の家系の分析にも不可欠の間題である。これを解明する大
きな手懸りの一つはこの許状の発行年代の分析である。㈹従来この許状の年代
について殆ど関心をひいてこなかったと言っても過言ではない。今後はこの方
面の研究が犬いになされねぼならない。
　金屋鋳物師に対してはその後享保十九年（1734年），宝暦四年（1754年），明和
七年（1770年），天明三年（1783年），嘉永六年（1853年）などの許状が与えられて
いるので，直継家との関係は継続されていれ金屋鋳物師は河内の鋳物師が移
住して来たものであるとの伝承があるが，このような伝承は殆ど全ての全国の
直継家支配の鋳物師の家に伝えられているので，その真偽は不明であるが，地
理的に見てそういう可能性も十分あり得たであろう。金屋は東金屋と西金屋に
分かれ，「若狭郡懸志」（正徳四年）によれば「鋳工約二十軒あり，大鐘・鍋釜を
鋳る。」とあり，果して若狭でそれだけの鋳物師を必要としたであろうか。近
世の若狭は小浜藩によって一円支配され，石高で9万1，OOO石，人口は1721年
に約86，000人と僅かなもので，小浜だげではなく若狭全域を市場としても供給
過剰であったのではなかろうか。尤も人名簿にある24～5名の鋳物師全てが大
規模なものではなく，小工層をかなり含んでいるのであろう。すなわち高岡の
場合でもかなりの休職老を含んでおり吹場も4か所位であった。遠敷金屋の場
合もおそらく吹場は1か所位で実際営業していた者はもっと少なかったのであ
ろ㌔そして鍋釜の小売を業とする者も含んでいたのであろ㌔その製品は何
であったろうか。大集積地であった越中高岡は銅器の生産で有名であったが，
日本海沿岸はかつては製塩業が盛んであったので，あるいは能登中居のように
製塩用の鍋や餅釜を鋳造していたのかも知れない。小浜から鉄器などが盛んに
裏日本各地に移出されたというから，盛大な鋳物産地であった。
　先述した如く金屋鋳物師の場合は越前の鋳物産地とは異なり，鋳物師の数が
多かったため個人宛に文書が与えられていない。そこでどの家が盛大な鋳物師
であったか分からないが，大野娃1軒，森姓2軒，坪内娃1軒，武田姓1軒を
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除いて全て芝田姓である。芝田姓の鋳物師ぱ名簿によれば19軒位あったようで
ある。r鋳物師国郡別名簿」によればヲニウ金屋村惣代として，文次・吉郎右
衛門の二名の名を記している。吻この文次については不明であるが，吉郎右衛
門は森家のことであろう。また芝田孫左衛門家に多くの古文書が伝えられてい
ることから，同家も盛犬な鋳物師であったのだろう。
　また同名簿によれば，小浜　国松六左衛門とあり，同家は近江辻村の出職と
あるので，近江出身であろう。国松家については殆ど知られていない。
　若狭および越前に於いても中世以前の金石文は調査されているが，近世の金
石文については他国同様に調査されて居らず，しかもその大部分が第二次大戦
時に供出されてしまった。他の在来産業と比較して鋳物業の場合は比較的記録
が残されていると言える。しかし鍋釜などの日常用の什器の生産は記録に残さ
れることは少ないので，近世の鋳物業の研究にはどうしても近世の金石文の調
査が不可欠である。失なわれてしまったものは取返しがつかないが現存するも
のも若干あるので，早急にその調査を行なう必要があろう。また高岡の場合の
ように現存する全ての鋳物師文書が公表されることもまたこの研究の前進のた
めに不可欠のことであ乱この点飛見丈繁のr高岡鋳物史話」の先駆的業績は
高く評価されねばならない。また最近のものではr東海鋳物史稿」が特筆する
に値するものである。㈱
お　わ　　り　に
　今まで見てきたように越前・若狭の鋳物業は，越前では芝原窪，志比堺，五
分市，島，敦賀などの鋳物師によって行なわれ，若狭においては遠敷金屋の鋳
物師によって行なわれていた。越前・若狭の鋳物業の特色を明らかにするため
に信濃の鋳物業と比較すると，信濃の場合は歴史が新しく，中世に鋳物師が居
住していた痕跡はあるが，信濃の鋳物産地の全ては近世の領国経済の必要上か
ら形成されたのである。松本・上田・善光寺・諏訪・須坂が信濃の鋳物産地で
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あったが，その始まりは近江辻村や下野天命など他国から移住して来た鋳物師
によって始められたと考えられている。そのため信濃の鋳物師の数は少なく，
最大の上田で3軒，松本で2軒で，他は全て1軒であっれこれに対して越
前・若狭の場合はその歴史が古く，鎌倉・室町時代にはすでに始まっていたの
であった。従って初期こは製鉄・鋳造・鍛冶などの段階が未分化であったらし
く，中世の産地の特色である内陸に位置しており，近世においても継続してほ
ぼ同じ位置に立地していたのであった。特に遠敷金屋の如ぎは二十数軒の鋳物
師がおり，若狭一国は勿論各地に移出されてい衣のであった。越前においては
最も歴史の古い芝原の鋳物師の力が強く，越前の大部分を市場としていたので
あった。鋳物師の数は信濃の場合とは異なって各産地ともかなり多かったよう
に思われ私これは直継家と結び付く以前からの産地であったため，古来から
の鋳物師の予孫の数が多く，近世になってもそれを制隈出来なかったのではな
かろうか。各鋳物師の経営規模は信州の場合と同じほどではなかったように思
われ飢おそらく遠敷金屋・芝原などの集積地の揚合には，棟梁鋳物師と小工
鋳物師に分かれていたのであろう。越前・若狭は古来から開け，鋳物の先進地
河内にも近く，原料産地である山陰とも海上交通に結ばれていたことが，鋳物
業発達の原因であろう。
　このように盛んであった越前・若狭の鋳物業も全国各地の産地と同様に幕末
から明治にかけての時期に没落してしまった。その原因としてはこの頃の一般
的不景気と国民の生活様式の変化，生産技術上の諸変化，製品の変化が挙げら
れよう。特に生産技術上の変化は原料や燃料，製法など古来とは全く異なるも
のであって，その技術的変化に対応し得た産地のみが残り得たのであった。ま
た製品の面の変化も大きく従来の日常用の鍋釜から機械部品鋳物に変わり，こ
のような機械部品の需要が多い工業地帯に新たな鋳物産地が形成されてくるの
である。信州の場合は上田・松本が残ったが，これは東京・大阪などの影響を
受けることも少なくこの地方め需要によって営業を続け得たためである。越
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前・若狭の場合は芝原の渡辺・清水両家も明治初年には廃業し，渡辺家の跡を
中野浅右衛門が引き継ぎ・岩井・松浦氏が西の金犀をついだ。敦賀でも河瀬家
が明治二十年代に廃業し，島村・五分市も明治初年に廃業した。明治四十年の
越前の鋳物製造戸数は4軒で職工は39名，生産高は約3万貫であったから，そ
の衰退ぶりがうかがえる。若狭においても同様で現在芝田孫左衛門1軒が休業
状態で残るのみで，他ぼ全て廃業している。
　昭和坐年現在福井県には29杜の鋳物工場があるが，その全ては従来からの御
鋳物師の流れを汲む人々によって行なわれているのではなくて，福井や他の鋳
物先進地で技術習得して来た人々によって行なわれているのである。その分布
も福井市19杜，武生市3杜，鯖江市2杜，松岡町1杜，三国町1杜，大野市1
珪，小浜市1杜，敦賀市1杜となって居り，圧倒的に福井市に集中している。
またその製品も工作機械部品，織機部品を中心としてい乱工場の規模も小規
模なものが圧倒的に多く，昭和43年の年間11，258トソの生産量の内73％が県内
向であったが，県内の必要量は14，993トソと大幅に不足し県外の依存率は48．7
劣と非常に高い。これは現在福井県は鋳物工業の集積地となっていないことを
示すものである。
　このように見てくると全国各地の鋳物工業は，近世の鋳物業および中世の鋳
物業とは全く無関係なものではなく，その問に技術的な流れが存在しているの
である。しかしながら経営者の面からとらえればその間に大きな断絶があると
言えよう。
注（1）拙著「信濃の鋳物師」昭和39年，拙稿「文猷に現われた信濃の鋳物師」「信濃」
　　20巻2号，昭和43年。
　（2）藤本留男編「福井県鋳物史誌」，福井県鋳工業協同組合，昭和44年，本稿で用い
　　た越前・若狭の鋳物師文書は本書に依ることが多い。
　（3）坪井良平「目本の梵鐘」角川書店，昭和45年，183～4頁。
　（4）同上，281～2頁。
　（5）板倉勝高r文政11年改譲国鋳物師名寄記」「流通経涛論集」Vo1・3，No・1，昭和
　　43年。
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（6）中川弘泰r近世鋳物師と直継家」「目本歴史」　266号。昭和45年。
（7）注2，19頁所収。
（8）芝原鋳物師渡辺藤兵衛家に伝わったもので，現在は吉田郡松岡町松岡神明宮玉末
　家蔵。筆者も実見Lたが，薄墨の文書であるがおそらく中世頃に書写されたもので
　あろう。
　　注2，77頁所収林家文書。
　　飛見丈繁r高岡鋳物吏話」昭和29年，13～5頁。
　　注3，282頁。
　　注10，59～60頁，
　　豊田武「中世の鋳物業」「歴史地理」67巻1・2号，178頁。
　　徳川禁令考，四十五，衆工，安永五申年諸国鋳物師之事。
　　困中隆奉編「鋳物師国郡別名簿」　（年代不詳，寛政の頃か），昭和44年。
　　信濃の揚合は北陸の鋳物師より約20年後の享保20年，21年に松本の鋳物師浜・田
　中両氏にそれぞれ許状が与えられている。各地の散見する鋳物師文書を見る限り，
　どうも高岡を除いて正徳年間以前の許状は与えられてし・ないようである。この点後
　考にまちたい。
㈹注15。
⑱　綜合鋳物センターr東海鋳物吏稿」昭和42年。
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